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○加藤宏信副課長 皆さん、こんばんは。 

 第７回、新城市地域産業総合振興条例の審

議委員会を開会いたします。 

 本日、進行するに当たりまして、産業政策

課、加藤が進行させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、次第に沿って進めていきたいと

思います。 

 会を始めるに当たりまして、委員長、鈴木

誠先生、よろしくお願いいたします。 

○鈴木誠委員長 皆さん、こんばんは。きょ

うもとても夏らしい天気になりましたけれど

も、その中で何とか一日残って夕方からの作

業になりました。第７回ということになりま

して、皆様方からいただいた意見を、それを

踏まえて、きょうはたたき台を用意して一つ

一つチェックをしていこうと思っています。

ただ、心がけたのは、非常に角のある文章と

いいますか、皆さんの気持ちをなるべく思っ

た文章をまずは心がけたつもりです。きれい

にまとめるということはさらさらなくて、ま

ずもって皆さんのお考えのこれからの、特に

前回までの議論を踏まえて、お考えのお言葉

とか、気持ちが込められているかどうか、そ

こを見ていただきながら、ただ、これからは

余り足し算的に増やすことはできませんので、

一歩進んで二歩下がるぐらいの気持ちで文章

を見ていただくことも大事かなというふうに

思っています。ただ、皆さんのお気持ちが入

っているかどうか。そこはきょうから見てい

ただきまして、積極的に御発言いただけるよ

うによろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○加藤宏信副課長 ありがとうございました。 

 それでは、審議事項に入りたいと思います

が、審議事項の前に少し連絡をさせていただ

きたいと思います。 

 前回、７月８日に開催された第６回審議委

員会の会議録については、本来、本日、皆様

にお渡ししたかったところでありますけども、

準備のほうが少し間に合わなかったものです

から、次回の第８回審議委員会で報告させて

いただきたいと思います。御了承ください。

よろしくお願いいたします。 

○内藤晃吉副部長 事務局からもう１点連絡

させていただきます。 

 きょう、お配りしましたクリップでとめた

資料の３枚目と４枚目なんですけれども、き

ょう、２名の委員の方が欠席されております。

その方から意見をいただきました。きょう、

審議に入る前に、皆さんこの内容に目を通し

ていただきまして、参考にしていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

○加藤宏信副課長 それでは、審議事項に入

りたいと思います。 

 鈴木誠委員長、よろしくお願いいたします。 

○鈴木誠委員長 座ってもよろしいですかね。

じゃあ、ここからは録音もしていますので、

私のほうからマイクを使って説明をしていこ

うと思います。 

 きょうは、事前に皆さん方に送らせていた

だいた資料、これを使って説明というか、提

案をしていきたいと思います。皆さんにお送

りした資料の７月２２日試案というのが、こ

れが一番最新のものということになります。

この内容がきょう、皆さんに検討いただくも

のになります。この７月２２日というふうに

書いた試案というのは、この間の計画と書い

てありますね、５月１３日から７月８日、７

月８日から今度は７月１７日というふうに書

いてありまして、特に前回、１７日にいろい

ろと御意見をいただきました。それを読んだ

り、あるいは、録音した皆さんの御発言を聞

かせてもらう中で、ひとまずきょう、皆さん

にお示しをして、検討していただこうと思っ

ています。ただ、またさらにこれを読んでい

くと、幾つかやはり間違いがあったりとか、

表現の統一性がなかったりという間違いもあ

りましたので、それで皆さんにお配りをした、

お送りした資料のほかに、前のほうに資料を
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用意しました。私のほうは、皆さんにお配り

した資料と、それから、前のほうの資料、こ

の２つを使って説明をさせていただくので、

前文のところから、皆さんに見ていただいて、

そして、ここをこうしたほうがいいと、ああ

したほうがいいと御発言いただけるようにお

願いしたいと思うんです。 

 それで、前のほうで録音しているので、マ

イクを、そこに１個ありますよね、ほかには

どこにあるんですか。 

○加藤宏信副課長 こちらにございます。 

○鈴木誠委員長 ああ、そうですか。じゃあ、

その２つを使って、皆さんの声を拾うように

しますので、きょうはこんな形でやりますの

で。マイクを使って御発言いただけるようお

願いします。それで、見えないという方は遠

慮なく前のほうに来ていただいて、この辺、

特等席があいていますので、どれだけでもあ

いていますけど、どうぞ遠慮なくこれ以降は

本当に席は自由に移動していただいて結構で

すので、お願いします。 

 きょうは、この条例素案をなるべく最後の

ところまで皆さんの意見をもとにして検証す

るという作業でいきたいと思っています。い

よいよこの委員会でのほぼ統一した案文をつ

くり上げていきたいと思いますので、条例素

案の検討に御協力をお願いします。 

 時間の都合、今から個々のこれまでの経過

については説明いたしません。７月２２日試

案というものを中心に説明をさせていただく

ので、どうぞ忌憚のない御発言を、御意見を

よろしくお願いします。 

 それでは、早速始めていきます。 

 きょう、まず初めに、前文といわれるとこ

ろです、条例の。ここは前回皆さんが非常に

力を込めていろいろと御検討いただきました。

それをもとにして７月２２日の試案というも

のをつくりましたが、さらにきょう、欠席し

た委員が、先ほど説明があったように一部資

料を寄せていただきました。これなどを皆さ

ん、見ていただいて、そして、ここの中の内

容を踏まえてこういうふうにやっぱりしたほ

うがいいとか、御発言ください。よろしいで

しょうか。 

 それでは、まず、前文を紹介します。皆さ

んの試案のほうでは、「新城市は、豊かな自

然と歴史に恵まれ、東三河、遠州並びに南信

州からなる三遠南信地域の人的交流の要所と

して発展し、多様な産業を育ててきました」

というふうにまずは始まっていると思います。 

 その後も続きます。「こうした産業は、日

本経済の成長とともに発展し、本市に暮らし、

就業の機会を求める市民に対して、多様な雇

用の機会を提供するとともに、所得をもたら

し、消費を通じて安定した地域経済の発展に

貢献してきました。 

 産業の発展は、地域経済の発展を通じ、個

性あふれる固有の産業文化や伝統技術を育み、

今日に伝えています。 

 少子高齢化が加速する今日、本市が魅力と

可能性のあふれる都市として存在感を高め、

市民が求める多様な行政サービスを供給でき

る自立した都市であり続けるためには、高齢

者や既存の事業所の活動に依存したり、企業

誘致に過度な期待を抱くだけでは困難である

と思われます。 

 未来の新城市を展望するためには、若者や

女性が能力を発揮できる機会を地域で備え、

産学金官労が内発的、総合的、持続的にきめ

細かな支援を図る体制を今こそ構築すること

が重要であるといえます。 

 そこで、本市では、多彩な能力を持つ市民

が市内で活躍でき、かつ、三遠南信地域や大

都市の多様な消費者、事業所等と緊密な交流

連携を図りながら、魅力にあふれる地域経済

を築いていくことを目的とし、ここに、この

条例を制定します。」というような案を今回、

皆さんに御提案をいたします。 

 皆さんにお送りした後に、先ほど欠席委員

からの寄せられた意見があるということにな
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りましたので、そこのところをご覧ください。

私のほうからも、その後、もう一度皆さんに

御提案したい箇所がありますので、前のほう

のスライドをご覧ください。 

 新城市はとここの赤のところですね、最初

のパラグラフで、「新城市は、豊かな自然と

歴史に恵まれ」云々というふうに書きました。

ここの文章、「新城市は」というふうに主語

で始めてみました。皆さんの文章は、「わた

したちは」とか、「新城市は」というそれぞ

れ個々にこれは皆さんの資料にあるとおり、

Ａ班とＢ班、表現の仕方が市民を中心とした

もの、市を中心としたものということでなっ

ています。そこで、きょうの資料もこの文章

には主語を「新城市」としましたが、私たち

から始まる前文が多い中でどちらがよいかと

いうことをまず皆さんから御意見をいただき

たいと思います。 

 例えば、「私たちは」という、漢字の私の

ところを平仮名に変えて、「わたしたちは」

という表現に変えて後の文章をつくってみま

した。「わたしたちは、豊かな自然と歴史に

恵まれた新城市において、東三河や三遠南信

地域との交流を通じて多様な産業を育んでき

ました」というふうに直してみたわけです。

ここのところで三遠南信というのはそのまま

使って、あえて東三河というものと、そして、

それを取り巻く三遠南信という二重のエリア

ということを意識して、それから、交流は必

ずしも人的なものだけではない、実際には経

済の交流もあるということになると資金、情

報の交流もあるので、あえて人的という限定

はせずに、との交流を通じて多様な産業をと

いうふうにまとめてみたというところです。

ここのところも含めて御意見をいただきたい。 

 それから、もう一つは、ここのくだりです。

４つ目の段落のところです。ここでちょうど

２行目、こんなふうに書いています。都市で

あり続けるためには、高齢者や既存の事業所

の活用に依存したり云々と困難であると思わ

れる。困難であるという表現は、非常に否定

的な表現なので、このままでいいかどうかと

いうふうに悩みました。そうしたら、きょう

欠席委員からやはりここのところはネガティ

ブ過ぎるんじゃないかということで、こうし

た産業文化や伝統技術の継承に加えて、新た

な取り組みが必要だと思われますというよう

な表現を用意されましたが、このあたり、２

つに限りませんけれども、このあたり２つも

含めて皆さんの御意見をまずいただけたらと

思います。 

 もし、後のほうでまた意見があれば、後に

回していただいて結構ですので、きょうはど

んどん先のほうに進んでいくようなつもりで

いきますので、また後でも皆さん、御発言い

ただけますので、とりあえず今のところをお

願いします。 

 これについて皆さん、どうでしょうか。御

意見いただけたら、それをメモしていきます

ので。手を挙げていただけたらマイクを持っ

ていきますからよろしくお願いします。きょ

う、僕はここで座りながらで大変失礼します

けども、よろしくお願いします。いかがでし

ょうか。どんな点でも結構ですよ。 

 どうぞ、お願いします。 

○加藤直詳委員 済みません、きょう、手元

に委員会の資料をちょっと持ってきていない

んですが、先のほかの条例、新城市のほかの

条例は主語はどちらでいっていますでしょう

か。 

○鈴木誠委員長 行政の皆さんも御自身の所

管の条例を思い浮かべていただいて結構です

し、川合副部長のほうが、自治基本条例とか

ですね、若者議会条例とか、そういったとこ

ろも多分見てくれると思います。加藤委員は

どちらがいいと思いますか。 

○加藤直詳委員 正直なところどちらでもい

いところだと思うんですけど、これはこれで

新城市でいっていればきれいにこれで一つ成

立したきれいにまとまっている文章になって
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いますし。 

○鈴木誠委員長 市民憲章なんていうのは私

たちはという表現から始まりますし。 

○加藤直詳委員 ここの第１段落を「私は」

の主語から始めたとすると、一番最後の最終

のセンテンスをまたそこで本市ではのあたり

を私たちはとか、その辺は調整していかない

とおかしいかなというふうに感じていました。 

○鈴木誠委員長 川合副部長はどうですか。 

○川合教正副部長 今、自治基本条例とかの

前文でいきますと、「私たちは」という、漢

字のほうの私たちというような、たちが平仮

名というような形で書いてあるものが、今の

自治基本条例だとこんな形になっています。 

○鈴木誠委員長 ほかの委員さん、どうです

か。 

○権田知宏委員 一応、手を挙げさせてもら

いました。私は、個人的には平仮名の「わた

したちは」の表現のほうがいいと思います。

それはなぜかというと、今までこういうもの

を育ててきましたという過去のことで、その

前はやっぱり鳳来町、新城市、作手村という

のが合併する前のときのことをうたっている

ので、その辺を考慮すると「私たちは」とい

う漢字でもなくて平仮名で「わたしたちは」

というほうが一番合っているのではないかな

と思います。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 なかなかいい説明ですね、

その辺は。ごめんなさい、僕が評価したらい

けないけど。 

○山本勝利委員 済みません。私は、この条

例自体は、産業を中心とした、人よりもそう

いう関係のほうが主体になってきている。例

えば、基本条例とかそういうやつは人が中心

になってつくられた条例じゃないのかなとい

うようなことを考えました。そういう意味か

らいくと、私は、「新城市は」という形で入

っていったほうが自然に流れていくんじゃな

いのかなという、そんな感じを受けておりま

す。どうですか。 

○鈴木誠委員長 これまた非常によくわかる

意見ですね。 

 ほか、皆さん、どうでしょうか。 

 そうですね、どちらかに、もしこの２つに、

主語のところ、「新城市は」と、それから、

「私たちは」、各委員の皆さんの気持ちをき

ょう聞かせてもらえたらと思いますので、ち

ょっと手を挙げてもらってもいい、多数決じ

ゃないですけど、皆さんのお気持ちを聞かせ

てもらえたら、いいですか、そういうふうに

確認していっても。じゃあ、ここのところは

「私たちは」という表現で、最初はまず、

「新城市は」というふうに書きましたので、

この現状の主語の使い方のほうがよろしいと

思われる方、ちょっと手を挙げていただけま

せんか。「新城市は」ですね。いいですか、

事務局のほう後でもう一回試案をつくるとき

に参考にしてほしいので。 

○川合教正副部長 もう一度お願いします。 

○鈴木誠委員長 もう一度手を挙げていただ

いていいですか。ありがとうございました。

じゃあ、「私たちは」という主語に変えたほ

うがいいと思う人、手を挙げていただけます

か。ありがとうございました。じゃあ、どう

ですか、皆さん、川合副部長、どんなぐあい

でしたか。 

○川合教正副部長 今、「新城市は」という

のは８名、「私たちは」というのが４名とい

う形になります。 

○鈴木誠委員長 そうですか。そうしました

ら、今の段階では「新城市は」という主語で

一応進めてみたいと思います。また後で全体

を通してやはり直したほうがいいという御提

案があれば、ぜひそういうふうにしていただ

ければいいと思いますので、ひとまずじゃあ、

「新城市は」でまずは進めてみましょう。 

 それから、４行目のちょっと否定的な表現

の仕方、ここはどうでしょう、皆さん、どう

いうふうに変えたらいいでしょうか。皆さん
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の２つの御意見で、松本委員、手を挙げてい

ただいている。 

○松本吉生委員 いや、あれですけど、最初、

ちょっと読んで思ったのは、高齢者とあって、

高齢者が過度な期待を抱くだけでは困難であ

ると思われますと読み取れちゃうので、高齢

者の方というのは、これまでこの地域を担っ

てきていただいたもう重要なというか、もう

尊敬すべき先輩方なので、これからというと

ころでいうと、人間、寿命がありますからあ

れですけれども、今までの方にやっぱり敬意

を払うことが必要なんじゃないかなと思いま

す。やっぱり表現というのはちょっとネガテ

ィブなんじゃないかなと個人的には思います

ので、このある委員さんから出されたような

形とかというのは非常にいいんじゃないかな

と思いました。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

そういう御意見をいただきました。 

 ほか、皆さん、どうでしょうか。どんな御

指摘でもいいです。 

○権田知宏委員 私もこの表現は変えたほう

がいいと思っています。それで、最近、産業

でもやはり企業誘致などをしてもなかなか地

域の発展につながっていないところが多いの

で、新たな取り組みというようなところを入

れるのは非常にいいんじゃないかなと思いま

すので、表現を変えたほうがいいというふう

に思います。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。 

 ほか、皆さん、どうでしょうか。ほかに何

か、ほかの箇所でもいいですよ。ひとまずじ

ゃあ、今の点については、じゃあ、今の４行

目のところについてだけいうと、きょう、欠

席委員に提案していただいた、「こうした産

業文化や伝統技術の継承に加えて新たな取り

組みが必要だと思われます」というふうに、

高齢者や既存のというところから切り替えを

して、まずはおいてみましょうか。どうでし

ょうか。いいですか、ひとまずそのようにし

て。 

 じゃあ、ここは皆さんの賛同を得ましたの

で、修正を図ります。 

 そのほかのところはどうでしょうか、前文

で。 

 どうぞ。 

○山本勝利委員 ３行目のところですが、上

から３行目、「就業の機会を求める市民に対

して多様な雇用の機会を提供する」、ここの

ところ、機会、機会とずっと続いているんで

すが、あとのほうは多様な雇用の場を提供さ

れると考えてよろしいんでしょう。ちょっと

機会が続くので、そのところが気になりまし

た。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 そういう指摘も非常にあり

がたいので、ぜひお願いします。ありがとう

ございました。 

 そのほかいかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○浅見雪絵委員 先ほどの表現がネガティブ

と言われていたところの次の行なんですけれ

ど、ここも「若者や女性」がというふうに書

いてあると、先ほどの今までやってきてくれ

た人のことがないがしろというのと同じよう

な感じで、これからは若者と女性だけでする

みたいなふうにちょっと捉えられるかなとい

うふうだったので、前文の段階で対象者を限

定しなくてもいいのかなというふうに思いま

した。 

○鈴木誠委員長 例えば、どういうふうにし

たほうがいいですか。 

○浅見雪絵委員 この後の条文の中で、例え

ば、若者とか女性という言葉が出てくるので

あれば、もうここには出なくてもいいのかな

と、もっと全体的な視野での文章にしたほう

がいいのかなというので、ちょっと例文は思

い浮かばないんですけど、どうでしょうか。 



－6－ 

○鈴木誠委員長 わかりました。じゃあ、こ

このところで若者や女性がという表現は控え

ておくということですね。そういう御指摘で

すね。わかりました。 

 そのほかどうでしょうか。 

 お願いします。 

○松本吉生委員 「多様」を結構３回か４回

使っているんですよね。読んでいくと「多様

な」がすごい多い。４回使っている、この中

で。ですので、少しその辺を変えたほうがい

いんじゃないかなというふうに思ったのと、

今の若者や女性がのところで、産学金官労が

「内発的」とありますけど、これは自発的と

同じ意味ですか。内発的とはどういう意味で

すか。 

○鈴木誠委員長 これは、地域の中の力を外

に。 

○加藤直詳委員 地域の力ということですか。 

○鈴木誠委員長 そういう意味ですね。外来

型という、外来的とかいうのと。 

○加藤直詳委員 その逆ということですね。 

○鈴木誠委員長 区別ですね。 

○加藤直詳委員 わかりました。 

○鈴木誠委員長 外へ持ってくるだけじゃな

くてということです。 

 お願いいたします。 

 じゃあ、「多様」はというところですね、

ちょっと多過ぎるので、ここは極力表現を直

す方向でいきます。 

 ほかにはどうでしょうか。 

 じゃあ、ひとまず前のほうにいってよろし

いでしょうか。 

 どうぞ、お願いします。 

○山本勝利委員 一番最後のところですけど

も、そこで、本市では、「多彩な能力を持つ

市民が」云々とずっといきまして、それから、

「図りながら、魅力にあふれる地域経済」を

と続いていくわけですが、その多彩な能力を

持つ市民がというところで、魅力あふれる地

域経済を築いていくことになるわけですが、

ただ魅力だけではなく、何かそこのところで、

例えば、「創意工夫された」とか、あるいは、

「創意と魅力にあふれる」とか、そんなこと

がつくと、私はそんなふうにあるといいなと

感じております。これは別に私だけの意見で

す。 

○鈴木誠委員長 「魅力にあふれる」という

のはちょっと抽象的でもありますよね。何か

言葉で逃げている感じがあるので、ここをも

う少し積極的な表現を加味して、地域経済の

表現を豊かにしてほしいという、そういう御

指摘です。そのあたり、一度工夫して、皆さ

んに再度提案させていただいてよろしいです

か。ありがとうございます。 

 それでは、前文のところは今、皆さんから

いただいたものを踏まえて修正を図っていき

ます。ありがとうございます。 

 それでは、先に一度進んでまいります。 

 続いて、目的になります。 

 ３ページというところになりますかね、こ

こで皆さんからこの間、御意見をいただいた

ものを踏まえて、この条例の目的を整理して

みました。皆さんのほうにお送りしたものを

まず読んでみます。この条例は、「新城市の

産業振興に関して基本的な事項を定め、市民、

事業者、市、行政区等が協働し、本市の文

化・芸術・資本・人材等を生かし、持続可能

な地域経済をつくることを目的とします」と

いうふうに皆さん、この間の御意見を踏まえ

るとなるだろうというふうに思われました。 

 そこで、とはいっても、もうちょっとここ

で御提案したいというのは、地域産業総合振

興条例なので、地域という表現をやっぱり加

えたほうがどうだろうか、いいんじゃないか。

そこで、前のスライドのほうではこの条例は

新城市の地域産業振興に関してというふうに、

地域産業という言葉を使うという、産業でな

くて地域産業というふうに加えてみたという

ところ、１点皆さんに追加の御提案です。こ

れについていかがでしょうか、修正なり、新
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たな御提案なり、ぜひお願いしたいと思いま

す。どうでしょうか。どんな点でも結構です。

いかがでしょう。じゃあ、ひとまずこれは。 

 どうぞ。 

○松本吉生委員 中の技術・資本・人材の資

本というのはどの辺を指されるのかというの

をちょっと聞いておきたいんですが。 

○鈴木誠委員長 これは、ここの場合の文

化・技術・資本という場合には、いろんな捉

え方があるんですけども、ここは皆さんの貯

蓄であるとか、それから、財産、不動産です

ね、こういうものを一つは考えてもいいだろ

う。それから、企業が蓄えた利益というもの

もあるでしょうし、自然資本とか、社会資本

とか、いろんな最近表現がありますけれども、

ここでは狭い意味でのお金にかかわることと

いうふうな表現で考えているほうがいいかな

というふうに思います。 

 どうぞ、お願いします。 

○浅見雪絵委員 質問なんですけれど、点の

使い方というのは何か違いがありますか。 

○鈴木誠委員長 これについては、上のほう

は市民、事業者、市、行政というところがそ

れぞれ独立した存在という意味で分けておい

たんですけども、あとの本市の文化・技術・

資本・人材というのは市に属するものとして

一体のものという意味合いを少し加えてみま

した。 

○浅見雪絵委員 並列させているということ

ですね。 

○鈴木誠委員長 ただ、明確な根拠というの

は実際のところはないので、ここはやはり今、

おっしゃるような紛らわしいのであればどち

らかの統一してもいいかなというふうには思

います。 

○浅見雪絵委員 先ほどちょっと言わせても

らったときに、ちょっと言葉足らずだったな

と思ったんですけど、句読点のほうの点が先

ほどの前文のときも多く出てくるんですけど、

句読点の点で区切ってあるところというのが、

一番最後の述語にまたつながっていくのかど

うかというのが、さっき松本委員も言われた

と思うんですけど、そういうふうに読めてし

まう可能性があるので、若者や女性が能力を

発揮できる機会をつくることこそが重要だと

いうふうにつなげて読めてしまうので、句読

点の点でつなげるというのを、全体的にまた

見直していただくときに、ちょっと長くなり

過ぎると述語につながっていくのかどうかと

いうところがちょっとわからなくなるので、

今、目的のほうを見せてもらうと、句読点で

はないほうの点でつなぐと、ああ並列なんだ

なということがわかるので、私はこちらのほ

うがちょっと見やすいかなとは思いました。 

○鈴木誠委員長 わかりました。並列表記の

中黒ですね、こういう表現の仕方が、これが

実際に法令審査のほうで適当かどうかとまた

検討が始まると思いますので、そこはそこで

任せるとして、ひとまず御意見としていただ

きたいと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 じゃあ、ひとまず今の御指摘をいただいて、

先に進んでよろしいですか。じゃあ、先にい

きます。 

 続きまして、皆さんの資料の４ページにあ

たるところです。 

 ここは定義ですね、ここの条文の中で使う

言葉の定義に当たります。 

 まず、皆さんの資料のほうで細かくいろい

ろと記しました。これは、前に書いたものと

基本的には同じであったと思いますので、前

のほうの、手元の資料を一回読んでみます。

「この条例において、次の各号に掲げる用語

の意義は、各号に定めるところによります。 

 まず、（１）市民 新城市自治基本条例第

２条第２項に規定する市民を言います。 

 （２）若者 新城市若者条例第２条第２項

に規定する者を言います。」こういうふうに

表現しますけれども、しかし、ここは同じも

のであったとしても、きちっとやっぱり表現
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したほうがいいという御意見もあるかと思い

ますので、それはそれで後で御指摘ください、 

 そして、事業者です。事業者については、

ここではこういうふうに直しました。「市内

において生産・加工・販売・供給などの産業

活動を行う全ての個人または法人を言いま

す」というふうにしました。 

 そして、４番目の地域産業です。地域産業

は大幅に実は修正をしていまして、「個人ま

たは事業者が、地域固有の自然・文化・技

術・資本・人材等を生かし、国や県、三遠南

信地域の市町村や民間の協力を得ながら働く

職場をつくり上げていく産業を言います。」

というふうにここでは提案をしています。 

 ５番目、産学金官労というところです。

「事業者を支援する経済団体、大学等の研究

機関、金融機関及び国、県、その他行政機関、

労使団体を言います。」というふうにここで

は全部で５つの用語について定義を試みてみ

ました。この捉え方についてどこからでも結

構です。御意見をいただければと思います。

いかがでしょうか。どんな御提案でも歓迎で

すので、どうぞいかがでしょうか。 

○川合教正副部長 きょうお配りした欠席委

員の方の２ページ目に、定義のところに産学

金官労のところ、一番最後の部分を「労働者

団体」を言いますというふうな書きぶりはど

うでしょうかという御提案をいただいており

ますので、その辺、考慮させていただければ

というふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○鈴木誠委員長 それと、きょう、欠席され

た委員、地域産業についても、「商工会、農

業協同組合、観光協会、その他の市内経済活

動を行う団体を言います。」というような表

現をシンプルにまとめていただきました。想

定される経済団体をここで並べたわけです。

それに対して、こちらのスライドのほう、皆

さんの資料のほうは、地域産業のもう少し機

能に焦点を当てて表現をしてます。皆さんの

お考えをお聞かせいただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。今の川合副部長のほうか

らは、労働団体、労働者団体といったところ

も含めていかがでしょうか。 

○小笠原喜好委員 別に、特にこだわるわけ

ではございませんけれども、４番目の地域産

業のところで、「個人、または、事業者が地

域固有の自然・文化・技術・資本・人材」と

いうふうになっておるんですけども、これは

固有なのかなという気はちょっとしますけど

も、これは余り別に文章としてこだわる必要

はないかと思うんですけども、これはなくて

も「事業者が自然・文化・技術・資本・人

材」にいってもいいのかなと感じはしました。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 なるほど。個人または事業

者がを主語にしたら産業なんだ。だけども、

そのところで新城らしい特色を表現するとし

たら、地域固有という言葉を使わなくてもこ

ういう自然に寄与した産業、文化に寄与した

産業、技術に非常に特色のある産業等々とい

うところでいいですかね。じゃあ、地域固有

というのはここではカットしても問題なかろ

うという、そういう御指摘でした。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○権田知宏委員 済みません。さっき１個前

の先ほどの３ページの目的のところの試案で、

「本市の文化・技術・資本・人材等」とあっ

て、ここの地域産業のところには「自然」が

入ってきておるんですけども、その辺を統一

したほうがいいんじゃないかなというふうに

思います。 

○鈴木誠委員長 今、御指摘いただきました。

表現の統一をするというところです。どうで

しょうか。産業の性質とか、機能というとこ

ろに重きを置くと、前回の皆さん、これまで

の皆さんの御意見はそこに非常に重きがあっ

たように見受けられましたので、こういう表

現をつくってみたんですが、しかし、少々抽

象的ではないかという感じもしなくもない。

そこで、きょうの委員は、欠席された委員は、
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「商工会、農業協同組合、観光協会、その他

の市内で経済活動を行う団体を言います。」

というふうにまとめてみえます。これとの比

較も含めてどうでしょうか。あるいは、２つ

をうまく合わせるような工夫もできないのか

なという気もしなくもありませんが。どうで

しょうか。 

 それでは、ひとまずここの前の文章、これ

までの議論の発展形でもありますので、先ほ

どの小笠原委員が「地域固有」というところ

が必ずしもそればかりではないということで

したのでここはカットして、それで、あとの

文章、先ほど、権田委員もおっしゃった前の

前文の中の表現とうまく整合させて直すとい

うところでまずは先に進んでよろしいでしょ

うか。 

 じゃあ、先に進んでみましょう。また後で

もう一度戻りますので、遠慮なく申してくだ

さい。 

 それでは、続いて、市長の責務になります

か。市長の責務のところです。 

 ここは、皆さんにお渡しした資料のほうは、

ちょうど５ページにあるとおり、「市長は、

地域産業関係団体と緊密に連携し、産業振興

のための指針を定めなければなりません。 

 市長は、市民、事業者、市内各種団体が行

う地域産業の振興を推進する活動を支援する

ために、産学金労官と連携し、あらゆる施策

を講じなければならない。」というふうに書

いてありますが、ここのところは、ちょっと

皆さんのこれまでの議論を考えると、そうす

ると、指針づくりで終わっていいのかという

ことと、それから、ここで「ならなければな

らない。」という表現になっているので、こ

こは全て「なりません。」という、ですます

調に切り替えをしました。前の文章をご覧く

ださい。「市長は、市民、事業者、市内各種

団体と緊密に連携し、地域産業振興のための

指針並びに振興計画を定めなければなりませ

ん。 

 市長は、市民、事業者、市内各種団体が行

う地域産業の振興を推進する活動を支援する

ために、産学金官労と連携し、あらゆる施策

を講じなければなりません。」というふうに

直前で修正を入れてみました。 

 この委員会の立ち上げのときも、この地域

産業振興の指針とあわせて振興計画をつくっ

ていく、そして、それを推進する体制をつく

るということもうたっていましたので、前回、

皆さんが御議論いただいたところもその辺を

踏まえておりました。したがって、ここは指

針では終わらないで、振興計画という当初の

委員会の目的を加えておきました。これも含

めて委員の皆さん、どうでしょうか。ここの

ところはよろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○鈴木誠委員長 それでは、市長の責務はひ

とまずこれで、こちらのスライドのほうでい

くとして、じゃあ、また後で御意見をくださ

い。 

 続きまして、今度は６ページ、市民の役割

です。この「市民の役割」というのは、「市

民の理解と協力」という表現に置きかえては

どうかという、そういう提案も含めて試案の

ほう、御議論したいと思います。 

 皆さんにお配りした資料なんですが、読ま

せていただきます。「市民は、事業者が地域

の環境や福祉の向上に寄与し、事業活動に励

んでいることを理解し、事業者が提供する商

品やサービスに関心を深め、購入するよう努

めます。 

 市民は、事業者が新たに提供する商品やサ

ービスについて、地域の環境や福祉の向上を

図る観点から、事業者に対して提案や意見を

伝えるよう努めます。 

 市民は、地域の事業者、行政、その他市外

の行政機関と連携し、本市の産業振興のため

の指針を定め、運用を監督するよう努めま

す。」という表現を皆さんところにお届けし

ました。これについても、改めて皆さんから
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この間寄せられた意見を踏まえて、前のとこ

ろのスライドをご覧ください。ちょっと皆さ

んの御意見をいただきたい。下線箇所につい

て御意見をいただきたいという意味で検討く

ださいというふうに書きました。 

 ２つ目の段落です。「市民は、事業者が新

たに」という表現なんですけども、この「新

たに」というふうに限定する必要があるかど

うか。それから、３つ目の段落、「市民は、

地域の」というふうに書きましたが、「地域

の」というふうに限定する必要があるかどう

か。それから、３つ目として、「その他市外

の行政機関」というふうにいいますが、「市

外の行政機関のみ」を記すことでいいのか、

民間との連携とか、当市の市民との、消費者

とのネットワークとか、さまざまな今、連帯

型の取り組みというのはもう当たり前になっ

ているので、そこで行政機関というふうに限

定するのはどうなのか。それから、一番下の

ところ、「本市の産業振興のための指針を定

め、運用を監督するよう努める。」という、

市民の役割としてこういう表現が役割として

適切か否かというところで、もう一度皆さん

に御意見をいただきたいと思って御紹介しま

した。このことも含めて、これ以外ももちろ

ん結構です。御意見がありましたらお寄せく

ださい。いかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○滝川昭彦地域医療支援室長 先ほどの市長

の責務のところで、「市長が、産業振興のた

めの指針を定めなければならない。」と書か

れておるんですけども、今回の「市民は、産

業振興のための指針を定めなければならな

い。」と書いてあるんですけども、両方とも

に責務を当ててしまうのかどうかというのが。 

○鈴木誠委員長 どうしたほうがいいと思い

ますか、ここは。 

○滝川昭彦地域医療支援室長 市長が指針を

定めるという責務を負っておって、それに協

力していくのが市民なのかなというふうに思

っているので。 

○鈴木誠委員長 そうすると、ここの市民の

理解と協力のちょうど３行目のところは、

「本市の産業振興のための指針を定める。」

という表現はなくして、「本市の産業振興を

監督するよう努める。」という、そういう趣

旨になりますか。市民が地域の事業者、ここ

では、市民は事業者、行政、その他各種団体

と連携し、本市の産業振興に努めますという

ふうにしたほうがいいんでしょうか。皆さん、

どうですか。いずれにしても、ここは指針を

定めるというのは違うというところですね。 

○滝川昭彦地域医療支援室長 責務としては、

そんなことないので。 

○鈴木誠委員長 そうですね。わかりました。

趣旨はよくわかりました。 

 皆さんの御意見を、ほかいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○菅谷浩久委員 私の、市民にここまでを求

める必要はないのかなという、そんな気がし

た感じです。 

○鈴木誠委員長 わかりました。 

 じゃあ、お願いします。 

○加藤直詳委員 そこの「新たに」という、

今、委員長が指摘されたところなんですけど、

これからつくり出すものに対するものに対し

てのもの、限定されているように感じてしま

うので、そこの「新たに」はないほうがいい

と思いました。 

○鈴木誠委員長 わかりました。「新たに」

はなくすという御指摘でした。ありがとうご

ざいます。 

 その他、いかがでしょうか。 

 では、以上の御指摘をまず踏まえて修正す

るという方針でよろしいですか。 

 それでは、先に進めてまた戻って御意見を

いただく時間を持ちます。 

 続きまして、それで、「市民の役割」とい

うところは、「市民の理解と協力」というふ

うに今回、提案して、皆さんにお出ししたい
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と思いますが、この点はどうですか。市民の

役割というふうに。 

○鈴木誠委員長 いいですか。じゃあ、「市

民の理解と協力」という位置づけでいいです

か。じゃあ、ここはそれでいきます。 

 じゃあ、次、お願いします。 

 続きまして、資料の７ページに当たります、

今度は「事業者の役割」です。 

 皆様方のところにお届けした資料ではこう

いうふうに表現してます。「事業者は、自助

の精神にのっとり、経営基盤の改善と強化、

従業員の福利厚生に努めることとします。」 

 「事業者は、地域の自然環境や歴史文化を

生かし、事業活動を通じて市民の雇用と地域

社会の安定に貢献するよう努めることとしま

す。」 

 「事業者は、市民や行政、市外の公的団体

と多様な連携を図り、地域福祉の向上に貢献

するよう努めることとします。」 

 これについて、やはり皆さんの寄せられた

意見をもう一度読み返してみて、きょう、御

提案したいところが前のほうに、スライドに

出ています。ちょっと小さい字で申しわけあ

りませんが、読んでいきます。 

 まず、１つ目は、一番最初の段落、「事業

者は、自助の精神にのっとり、経営基盤の改

善と強化、従業員の福利厚生に努めることと

します。」という、この表現が果たして今回

の条例でうたう必要があるのかどうかという

点です。これは当たり前ではないかという意

見もあるし、いや、条例だからこそうたった

ほうがいいという御意見もある。皆さんのお

考えを聞かせてほしいということです。 

 それから、２つ目、事業者は、地域の自然

環境や歴史文化を生かしというふうにいく前

に、やはり環境を保全するという視点は不可

欠なので、地域の歴史文化を新城の場合は非

常に多くの歴史資源がありますので、「地域

の自然環境や歴史文化を保全しつつ生かし」

という、「保全しつつ」という表現を入れた

ほうがいいのではないかという、こういう御

提案です。 

 そして、最後の点なんですが、これは３つ

目の段落に関係してきます。修正提案なんで

すけども、事業者は、市民や行政等と協働し

ながら、これは新城は自治基本条例に協働と

いう言葉を使っていますので、事業者と行政

との関係性をいう場合には、これは単なる協

力ではなくて、お互いにつくり上げていくと

いう観点で協働という言葉を使って、「地域

の公共的な活動に積極的に参加をし、地域福

祉の向上に貢献するよう努めることとしま

す。」というふうに直してみました。この場

合の地域福祉というのは、下のところにも書

いておいたんですが、障がい者福祉とか、高

齢者福祉など、社会的弱者の救済的な意味合

いで使うのではなくて、防犯活動、防災活動、

男女共同参画、さらには、特産品開発等々、

広い意味でのまちづくりを意味するようなと

ころで地域福祉の向上と、地域福祉という言

葉をあえて使うというふうにしてあります。 

 こういう皆さんに最終提案をしたいと思い

ますけども、皆さんのお考えでさらに検討し

たいと思います。いかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○小笠原喜好委員 今、一番上の最初の事業

者はという、自助から始まっておるところな

んですけども、これは載せるか載せないかは

別として、私が思うのは、２行目に「従業員

の福利厚生に努めることとします。」という

ところなんですけども、この文章は、意味は

わかるんですけども、これは余りにも役所的

な言葉だというふうに思いますので、もっと

簡単に、「従業員の幸せ」なり、そういった

ようなことの文面にしたほうがいいのではな

いのかなというふうに、それぞれ各事業所は、

目的や使命が違うと思いますので、一概には

いえないかと思うんですけれども、あるいは、

事業活動によっては理念等も変わってくるわ

けなんですけども、どっちにしても「従業員
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の幸せ」というものを当然、考えていない社

長さんがおるかもしれんけれども、第一には、

自分の幸せを考えている人がおるかもしれま

せんけど、私が「従業員の幸せ」を第一に考

えますので、そんなふうにお願いしたいんで

すが。 

○鈴木誠委員長 「従業員の幸せ」を第一に

考える御意見をいただきましたけども、じゃ

あ、ほかの経営者や支店長はいかがでしょう

か。 

 どうぞ。 

○山本勝利委員 別の件でもいいですか。３

段目のところですか、事業者は、市民の行政

等云々として、「地域福祉の向上に貢献する

ように努めることとします。」となっている

んですが、その前の「市民の理解と協力」と

いうところでは、「市民は、事業者が地域の

環境や福祉の向上に寄与し、」こういう文章

になっております。だから、その辺の関係を

もし取り上げるとしたら、「地域福祉の向上

に貢献」がいいのか、あるいは、「地域の環

境や福祉の向上」としたほうがいいのか、そ

の辺がちょっと気になりました。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ここも統一感を持ったほう

がいいという、そういう御指摘だと受けとめ

たいと思います。ありがとうございました。 

 お願いします。 

○青山勉委員 文化・技術・資本・人材とい

うキーワードにかかってくるのかなと思いま

すけど、それが盛り込まれていますけど、結

構いろんなところに人材と文化が入ったりと

いうことで、少し整理をしたほうがいいのか

なと思います。 

 それと、「地域社会の安定、地域福祉の向

上」とありますけど、地域社会の安定という

のは、これは経済ですか、それとも、治安で

はないです、経済ですね、ちょっとその辺で

「地域社会という安定」は抽象的かなという

のもありますし、あと技術というのが、技術

の強化とか、そういうのも何か入れるといい

のかなという、改善と強化というのが書いて

ありますけど、何かそういうもの、技術とい

うキーワードも何か入れるとインパクトがあ

るかなと思います。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

事業者のところですから、もう少しそれにふ

さわしい技術的な点もぜひ入れたほうがいい

という指摘をいただきました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○浅見雪絵委員 先ほどの１段落目の文章の

件では、私は必要ないかな、もうこの文章自

体必要ないのかなというふうに思います。地

域産業に関しての条例ですので特に必要ない

かなということと、その次の段落なんですけ

ど、「自然環境や歴史文化を保全し、」保全

という言葉はやっぱり入れていただきたいな

と思ったことと、あと、前回の左側の５月１

３日のほうだと、「生活環境」という言葉も

入っているかと思うんですけど、今、ちょう

ど私の出身地、八名井なんですけど、八名井

に産廃の業者が入るということですごくもめ

ているんですけど、産廃が悪なわけではなく

て、それが小学校、幼稚園、中学校の１キロ

圏内にできるということですごくもめていて、

産廃に関しての新城市は条例をつくっていな

かったものですから、急いで行政の方たちが

つくったんですけど、もちろん間に合わなく

てということがあって、なので、自然と歴史

文化もですけど、人が生活する「生活環境」

という言葉もやはり入れていただくほうがい

いかなと。「自然環境」という言葉は「自

然」でいいんですかね。 

○鈴木誠委員長 「自然」で。「地域の自然

や」。 

○浅見雪絵委員 「自然や生活環境。」 

○鈴木誠委員長 自然や生活環境をもって。 

○浅見雪絵委員 歴史文化。 
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○鈴木誠委員長 歴史文化を生かした、保全

した。 

○浅見雪絵委員 ぐらいかなと思います。 

○鈴木誠委員長 なるほどね。「生活環境の

保全」ということもとても事業者も重要な課

題でもあるし、書き込むべきであるという、

ここは市のほうの条例、既存の条例との調整

ということもあるという。そういう指摘です。

それも踏まえましていきます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○加藤直詳委員 先ほど「地域福祉」という

言葉なんですが、非常に広義でいい言葉だと

思うのですが、やはりどこか聞きなれない言

葉です。ですので、何かもう少しせっかくな

ので「まちづくり」であったりとか、もう一

歩、わかりやすい表現にしたほうがいいのか

なというふうに感じました。 

○鈴木誠委員長 わかりました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 じゃあ、委員の皆さんにいただいたもの全

ての記録をとってありますので、それを反映

させて修正を図るという、まず方針で御了解

いただけますか。たくさんいただきましたの

で、一つ一つ今、ここで申し上げられません

けれども、全て確認をとっておりますので。 

 それでは、続いて、基本的方向というとこ

ろをご覧ください。 

 この条例で何を目指していくのかという、

一番肝になる部分でもあります。この間、一

つの方向というか、理念を述べて、そして、

それぞれ主人公を考えて、そして、じゃあ、

そのような理念を体現するためにどのような

ことをするのかというところで、たくさん記

しました。ここについて、試案のほう、皆さ

んにお配りした試案は８ページになります、

ごらんください。 

 ８ページですけども、「この条例の目的を

達成するため、本市では、市民・事業者・行

政が協働し、地域資源の価値を学び、地域産

業振興の仕組みを総合的に強化し、市内での

消費・投資・取引等を通じて、地域内で資本

とその循環を促し、地域経済が持続的に発展

するよう、各号により支援していくよう努め

ます。 

 （１）市内及び三遠南信地域の豊かな地域

資源を発掘・活用し、起業・創業とともに新

技術・新事業の開発等に努める事業者を継続

的・総合的に支援します。 

 （２）市内外の若者が、市内で起業・創業

等に取り組む上で必要な支援を、人材・資

金・情報など総合的な側面から支援するよう

努めます。 

 （３）出産・子育てとの両立を目指す女性

が、市内で起業・創業等に取り組む上で必要

な支援を、人材・資金・情報など総合的な側

面から支援するよう努めます。 

 （４）起業・創業した市民及び経営能力の

向上に努める事業者が、地域資源を生かし、

新技術・新事業の開発に取り組もうとする場

合、市内、三遠南信地域及び大都市の消費者、

事業者等との交流・連携を図ることを総合的

に支援します。 

 （５）地域自治区の市民が地域協議会の理

解と協力を得てコミュニティ・ビジネスを起

業・創業するとともに新技術・新事業の開発

に努め、地域社会の自立を図ろうとする際に、

人材・資金・情報など総合的な側面から支援

するよう努めます。 

 （６）南海トラフを震源とする東海地震等

を想定し、地震災害等から被災者の命を守り、

生活再建や事業所再建等に貢献していける産

業を起業・創業しようとする際に、人材・資

金・情報など総合的な側面から支援するよう

努めます。」という文章を皆さんに送らせて

いただきました。 

 これについて、一番最初の段落のところ、

若干書いたところがあります。これは、確か

初めのほう、前文のほうだったかな、あった

んですけど、「行政区」という言葉が入って
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いなかったので、ここで「この条例の目的を

達成するために、本市では市民・行政区・事

業者」云々というふうに、「行政区」という

言葉を入れました。 

 それから、ですます調に変えたというとこ

ろが違います。そのほか変わりありません。 

 この点も含めて、全体について皆さんの御

意見をいただきたいと思います。どこからで

も結構です。いかがでしょうか。 

○加藤直詳委員 （３）のところですけど、

済みません、（４）ですけど、ほかのところ

は「支援するように努めます。」と書いてあ

るんですが、４番目のところは「支援しま

す。」というふうに限定してあるので、ここ

は統一させたほうがいいんじゃないか。たわ

いもないことで申しわけありませんでした。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

１番もね、本当ですね、（１）もですね、

「努めます。」 

 ほか、いかがでしょうか。ここでは、ワー

クショップとか、それから、ヒアリングとか、

若者の意見とか、いろんな特色を踏まえて盛

り込んでありますので、随分いろんな角度か

らこの条例の生かし方というところで記して

おりますが。新たな点も含めて御提案いただ

いていいと思います。いかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○滝川昭彦地域医療支援室長 （３）の女性

の前置きのところに、「出産・子育ての両立

を目指す」というふうに限定といいますか、

女性には出産・子育てとの両立が求められて

いるような、そんなふうに見えてしまうんで

すけれども、単なる女性というちょっと今ま

でこういったことでの、どうしても表に出て

くる男性に対しての女性というところで、余

り「出産・子育てとの両立」というところを

大きく取り上げるのはどうかなというふうに

感じたんですけれども。 

○鈴木誠委員長 わかりました。 

 じゃあ。 

○浅見雪絵委員 全く同じ意見です。出産と

子育てをしていない女性のことはどうなっち

ゃうんだろうというふうにやっぱり一番最初

に思いましたので、女性全体でいいのかなと

いうふうに思います。 

○鈴木誠委員長 ここは女性がでいいですか。

女性がというふうに修正します。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 ちょっとこれは皆さんに相談なんですけど

も、皆さんの御意見では「起業と創業」とい

う言葉を並べることがあったんですけども、

ここはどうですか。特に、会社経営とかにか

かわってみえる方たちも含めて、ここのとこ

ろはひとまず皆さんの御意見を踏まえてきま

したけれども、「起業・創業」、加藤委員ど

うですか、経営者として。 

○加藤直詳委員 厳格に意味はどう違うんで

しょうか。 

○鈴木誠委員長 じゃあ、小笠原委員、お願

いします。 

○小笠原喜好委員 私なんかは単純、単純と

いうこともないんですけども、会社の中で創

業日というふうに決めてありますので、私は

何か起業というと、最近の言葉ですよね。創

業というのは本来、本来というか、江戸時代

だとか、そういったところからずっときてお

るものだと思うんですけれども、私なんかは

逆に言うと、創業ということのほうが何か自

分の感覚としてそんな捉え方をしております。 

○鈴木誠委員長 なりわいをつくるというと

ころでは、一人の力だけではなく、もちろん

個人の能力が大事ですけども、それにさまざ

まな人や、あるいは、組織がかかわってつく

り上げていくという、そういうプロセスに非

常に重きを置く場合に創業という言葉を使い

ます。それに対して起業というのは、英語で

いうとベンチャーという言葉がありますが、

個人の発意や意思、能力にかけてなりわいを

起こすというところで、余りプロセスという

よりも、本人、その人そのものに非常に重き
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を置きます。そのあたりの使う場合の意味合

いがやはり違うので並べてみたんですけれど

も、皆さん、どうでしょうね。新城では、現

状だけじゃなくて、今後も考えたときに、こ

こはどういうふうに表現したらいいでしょう

か。創業一本にしたほうがいいでしょうか。 

○小笠原喜好委員 済みません、今、委員長

に言われたように、起業というところですけ

れども、これは本来、昔は、会社を起こした

り、事業を起こしたりするときには資本金と

いうのがある程度、当然、今でも必要なんで

すけども、資本金が１円からいいということ

をちょっと財務省がやってしまったものです

から、その辺からこういうものが起きておる

のかなという、私は感じがしておるものです

から、本来は、１円でできるはずがないんで

す、会社を、事業を起こすことは想像すると。

僕は、起業という言葉が間違っておるとかと

いう話じゃないんですけれども、何か創業の

ほうが親しみがあるというふうに思います。 

○鈴木誠委員長 松本委員、どうですか。 

○松本吉生委員 我々も金融機関の中でも、

起業とか、創業とか、あえて分けて使ってい

るかというとそんなことはないんですけれど

も、創業というと、新しく事業を始めたとい

うところで、起業は、先ほど、委員長がおっ

しゃった、ベンチャー的なことを示していて、

例えば、最近でいうと、ネット業者とかが新

しい技術を自分で発見、発明して、事業をス

タートする。それから、今までにない形のス

タートということになるので、個人的には並

んでいてもいいのかなとは思います。 

 ちょっとあと済みません、ついでになりま

すけれども、「新技術と新事業」とあるんで

すけれども、既存事業者が今まである技術を

変えていくという、「技術革新」みたいなも

のがあると思うので、それもちょっと新しい

ということではなくて、今までの技術をさら

に発展させるみたいな機会というのも支援し

ていく必要があるのかな。ですから、「技術

革新」みたいなのも一言入れたほうがいいか

なと思います。 

○鈴木誠委員長 わかりました。ありがとう

ございます。 

 では、「創業・起業」はひとまずそのまま

にしておいて、それから、「技術革新」とい

う、既存事業、既存の事業者がみずから新技

術を用いて、新技術というか、新技術をつく

り上げていくとか、あるいは、新しい商品・

サービスを目指すというようなところも取り

入れて「技術革新。」 

 ほかはいかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○浅見雪絵委員 済みません、今、終わった

ところで、私が思ったことがあったんですけ

ど、ちょっと言葉の感覚だと思いますけど、

私はちょっと感覚が違うなと思って、起業と

いうのは今から起こすというときに使う言葉

で、創業というのは、先ほど言われたみたい

に、創業何年とか、創業日とか、振り返って

みてそのときのことをいう言葉だというふう

に私は今まで使っていたので、もしこれから

取り組むという言葉だったら起業というのが

合うかなという感想です。 

○鈴木誠委員長 ああ、そうか。これまでな

りわいを起こしてきたことをあえてここで述

べなくてもいいのではないかということです

よね。この辺は小笠原委員がおっしゃったこ

ととも今の点は合っていますね。 

○小笠原喜好委員 そうですね。 

○鈴木誠委員長 だから、ここで創業という

言葉はちょっと不向きだという指摘には、で

もいいですね。そうすると、ここであくまで

も起業とともに、起業だけでいいのかな、ち

ょっと何か起業はいいんだけれども、事業の

継続は当然、大事だし、その事業の継続の中

身、性格というのがうまく表現されるといい

んだろうけども。 

 どうぞ、鈴木委員。 

○鈴木延良委員 僕はよくわからないんです
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けど、今の創業につきましては、でも新しい

会社を起こして、登記をしていくというとき

には創業日というのは必要になりますでしょ

うね。ですから、振り返ってみて、いつつく

ったかということは当然、わかるわけですけ

ど、現在、今つくっても創業日になってくる

と思うんですけど、その辺はいかがでしょう

か。僕はやっぱり両方あったほうがいいよう

な気もいたしますですけど。 

○鈴木誠委員長 この辺は多分、逐条解説と

か、また、明確な説明が必要ですので、そこ

で今の御指摘を踏まえて書くようにしていき

たいと思っています。ひとまずじゃあ、ここ

は並列をしておきたいと思います。 

 その他の点でどうでしょうか。 

○権田知宏委員 ちょっといいですか、

（６）ですけど、文章が難しくて、ちょっと

全然理解できなかったので、例えば、どんな

例があるのかちょっと教えてほしいんです。

（６）ね、もう少し説明しますと、地震を想

定し、災害等から被災者の命を守るというの

はわかりますけども、その後の生活再建や事

業所再建等に貢献していける産業を起業・創

業というところが非常に難しくてわからなか

ったので、例えば、どのようなことがあるの

かなと思って教えていただければなと思った

んですけど。 

○鈴木誠委員長 ここは、今、東三河のほう

では、防災にかかわっていろんなつながりを

つくろうというふうに協議会もできています

けども、特に新城は、津波災害の心配はない

中で、田原であるとか、豊橋であるとか、豊

川であるとか、こういう海沿いの自治体で震

災害が想定されています。そういう方たちが

避難をするとか、あるいは、そういう方たち

が今度は事業を起こすであるとかというとき

に、ただそれをいろいろとボランティアで応

援するというだけじゃなくて、そういう個人、

個人の生活を復興させたりとか、仕事をもう

一回再開したりということのために支援をす

るような、そういう産業というものもこれか

らこの新城のほうでは大事なのではないかと

いうことで、例えば、事例ですけども、被災

をすると、そうすると、避難所に最初は入っ

て、そこから自分の家に戻れない人の場合は

仮設住宅に入っていくんですが、新城のよう

な林業市の場合は、仮にですけども、木造仮

設住宅というものを、これを新たに起こして

産業化ができないかというようなこととか、

それから、非常に新城は、山の食材が豊富な

ところですので、こういう防災にかかわって

の保存食の開発であるとかいうこともできな

いのか。これはそういう面では非常に未知の

部分ではありますけれども、そういう可能性

をここでは表現してみたというところでした。 

 じゃあ、山本委員、お願いします。 

○山本勝利委員 今、委員長が説明された６

番目の件のことについて、私は、新城市を含

めた今、広域連合的な市町村の協力が盛んに

なっておりますので、そういう意味を含めて、

私は６番目のことは考えていいのではないか

なということを思っておりました。 

○鈴木誠委員長 じゃあ、どうぞ、権田委員。 

○権田知宏委員 そういうことであれば、既

存の会社なども当然、そういうものにかかわ

ってくるのがまず先にくると思うんです。こ

こに書いてあるのは、当然、必要はことだと

思うんですけども、再建等に貢献していける

産業を起業・創業しようとする際にというふ

うに書いてあったので、その辺が限定されて

いたのでわかりにくいということで、それら

も全部含めて当然、広域連合の話もあります

ので、当然、どこでも支援をしていかなけれ

ばいけないと思うんですけども、それらも踏

まえた上でということで、文章的にちょっと

わかりにくかったので質問させていただきま

した。 

○鈴木誠委員長 趣旨としてはいいけれども、

文章をもっとここを直したほうがいいという、

そういう御指摘でした。 
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 じゃあ、お願いします。 

○青山勉委員 済みません、３点ほど。まず、

１点目ですけれど、前にも言っていましたけ

ど、こちらのほうは文章に中黒を使っており

まして、ちょっとわかりやすいなと思いまし

たので、やっぱり中黒とか、句読点の使い方

を統一的にされると。 

○鈴木誠委員長 全体としてですね。わかり

ました。 

○青山勉委員 ２点目ですけれど、２行目と

３行目のところでございますけど、「市内で

の消費・投資・取引等を通じて、地域内で資

本とその循環を促し、地域経済が」とありま

すけど、市内での地域内でというようなとあ

りますけど、ちょっとこの辺も「地域内で」

というのはなくても通じるのかなと思いまし

た。 

○鈴木誠委員長 わかりました。 

○青山勉委員 それから、３点目でございま

すけれど、５番目の文言なんですけど、ちょ

っとなかなか私、産業に疎いものですから、

理解がしにくいんですけど、「地域自治区の

市民」というと例えばどういう方たちを取り

上げてられているんですか。 

○鈴木誠委員長 新城では、１０の地域自治

区というところが条例で設置されていますの

で、あえてその地域自治区の皆さんの地域自

治区に所属する、地域自治区に所属するとい

うのは、「地域自治区内の市民」というふう

に限定を、エリア的に限定をして、その方た

ちがこれからその地域の安定を目指すという

場合に事業を起こしていくということも大事

な視点ではないかということで、ここで書い

ています。これは、鈴木委員がその会長さん

でもありますので、ちょっと補足していただ

けますか。 

○鈴木延良委員 いや、特に、今の人に回答

できるかどうかというのはあれなんですけど、

例えば、私たちの東部地域協議会は、あそこ

に見える居澤介護保険課長が事務局長をやっ

ていただいて、ことし代わられたんですけど、

２年間、ずっと指導していただいたんですけ

ど、その中で、今、私たちの東部地域協議会

で新しいのは、今ここに出ている産業を起こ

すとか、企業を起こすとかいう形の中ではな

くて、行政区の市民一人一人というんですか、

市民の安全だとか、生活を守るために防災士

を養成しようということで、新城市で今、初

めて今期６名人選をしまして、費用も２日い

て６万何ぼかかる、６万５，０００円ぐらい

かかるんですけど、それを将来的に継続して、

防災士をして、今の６番目のそういう防災だ

とか、そういうものをもう少し専門的という

んですか、勉強した中で地域の人たちにそう

いうことを指導していこうというような中で、

結構活発に活動をしておりますので、ぜひこ

このところは地域協議会を有効に使っていた

だけると、行政区だとか、区長さんだとか、

それから、いろいろなＮＰＯ法人だとか、各

種の団体の皆さんとの連携がとれますので、

ぜひそういうものも使って活性化をできると

いうか、よりよい活動ができるような市民の

向上を図れるような組織になるんじゃないか

なと思っていますので、ぜひここのところは

入れていただきたいというふうに思っていた

ところです。 

○青山勉委員 済みません、決して削除とか

そういうのはないんですけど、かなり新技

術・新事業とか、起業・創業とか書いてあり

ますので、かなり重々しいなと思いまして、

市民の方がこれだけこういうふうに結構責務

を持ってやられるのかなと。ただ、今の話の

中で、やはり前向きになっていますので、そ

うやったらちょっと文言を少し変えるといい

のかなと、全くほかの産業と同じような感じ

の言葉になっていますので、もう少しやわら

かくして、なおかつ、前向きな何か姿勢があ

ると、とてもここは大切な文面であると思い

ますので。 

○鈴木誠委員長 最初はいろんなボランティ
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ア活動であるとか、それから、市民活動であ

るとか、ＮＰＯ活動というのが目につくんで

すけれども、そういう活動を通じながら、だ

んだんとその事業を個々の地域の活動を継続

していくために収益事業を生んで、起こして、

そして、みずからの収益活動の中で生み出し

たお金を今度は地域活動に還元をしてくとい

うふうに、地域自治区というのはなっていく

ケースが多いですね。例えば、作手のほうだ

と、小学校の廃校の体育館を利用して、今、

レストランを始めようという試みも出てきて

いますので、こういったのがコミュニティ・

ビジネスという、ある種、この言葉は定着し

ているので、そういう新城らしい地域産業の

一つのスタイルとして、地域自治区での取り

組みを表現したかったというところが前回、

話が出ておりました。ただ、ちょっと表現が

確かにかたいので、ここは一度検討してみま

す。 

○青山勉委員 済みません、よく理解できま

したので。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 ほか、松本委員。 

○松本吉生委員 次のところで地震災害と書

いているんですけど、最近だと、温暖化で豪

雨とか、いろいろありまして、土砂災害とか、

水害とかも当然、この新城では自然が多いの

で考えられるので、もうちょっと広く「自然

災害」みたいな言葉を入れたりしたらいいん

じゃないかなというふうに思いました。当然、

地震が一番怖いんですけれども、ほかにも十

分考えられますので、「自然災害」という言

葉を入れながら具体的に書いたらいいんじゃ

ないかなと思います。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございます。そ

ういう御指摘もありました。 

 じゃあ、加藤委員。 

○加藤直詳委員 上から２行目ですか、２行

目から３行目、こちらの手元のほうの文章で

いくと、「市内での消費・投資・取引等を通

じて、地域内で資本とその循環を促し」とい

うのは、ごめんなさい、こちらの修正のほう

にもありますよね。それをもう少し何か反映

したい、今、１から６号までを見ていくと、

余り強くそこにコミットメントさせるような

号がないのかなと。そこをもう少し強化でき

るような号が一つあってもいいのかなという

ふうに感じました。 

○鈴木誠委員長 なるほど。地域経済の循環

の構造というものをもう少しその方向性とし

て具体的に表現するような項目を検討してみ

ようという指摘でした。検討します。 

 ほか、いかがでしょうか。もし具体的に何

か、例えば、観光とか、観光交流という一つ

切り口というのをもって、ここないんです、

それが。新城はやっぱりそこの部分はなくて

はならないものでしょうから、具体的に、例

えば、観光交流というような観点で御提案い

ただけると、それは書き込めるかと思います

ので、それにひっかけて。ちょっと検討して

ください。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 じゃあ、お願いします。 

○浅見雪絵委員 ちょっと大変申し上げにく

いですけど、全体的に難しいんじゃないかな

というふうに思います。皆さん、今、手元を

見ていると一生懸命読み解く作業をされてい

るんです。多分、読み解く作業をさせていは

いけないと思うんです。なので、すぐに誰も

が理解できる必要があるはずなのに、これだ

け知識のある方たちが集まってきて一生懸命

読み解くという文章は、恐らく一般の方では

難しい過ぎてわからないし、何度もここで質

問して解説してああ、わかったというように

なっているんですけど、それは意味がないこ

とで、この文章をばんと出したときに、その

人たちは誰に質問するわけでもなくこれをま

ず読んで理解しないといけないので、ここで

質問して解説するというのはもう全く意味が

ないことなので、どうしたらわかりやすいの
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かなというのを先ほどからちょっと考えてい

たんですけど、例えば、左側の真ん中の７月

１７日と書いてあるところ、矢印で羅列して

ありますよね。そうすると、すぐに何が言い

たいのかというのが単語でぽんぽんぽんと入

ってきますけど、右側の長いところになった

途端に、えっと何が言いたいんだろう、何が

言いたいんだろうと一つずつ全部読み解いて、

今、言葉尻を拾ってきましたけど、これは全

体として、今、私は、じゃあ（１）から

（６）まで一言でいうと何なんだろうという

ふうに書き出していたんですけど、全体とし

ては全部、基本は支援しましょうというふう

に結びましたよね。そうすると、（１）から

（６）で変わってくるところというのは、そ

の対象者だと思うんです。誰を支援しますか

ということだと思うんです。それが明確にな

ってくるともっとスマートに、もっと誰が見

てもわかりやすい文章になるんじゃないか、

主語の部分だけ変えればいいんじゃないかな

というふうに。一生懸命私が読んだ感じだと、

（１）は起業者、今から会社を起こす人を支

援しましょう。（２）は若者を支援しましょ

う。（３）は女性を支援しましょう。（４）

は連携を支援しましょう。（５）は地域自治

区の市民を支援しましょう。（６）は災害対

策に関することを支援しましょうと、こうい

う形だったら誰もがすんなり、ああ、これだ

けのことを支援したいんだなというのがわか

るんじゃないかなと思うので、どうですか。 

○鈴木誠委員長 いや、非常によくわかりま

した。 

○浅見雪絵委員 多分、女性的な意見だと思

うし、私、子供を相手に仕事をしているので、

わかりやすさというのが、誰でもわかること

というのが大事だと思って仕事をしているの

で、ちょっとほかの方々の意見を聞いてみた

いなと思うんですけど、いかがですか。 

○鈴木誠委員長 そういう御提案をいただき

ましたので、せっかくですので、皆さん、ど

うですか。非常にわかりやすい切り口を指摘

していただいたので、どうでしょうか。 

 では、どうですか、松本委員。 

○松本吉生委員 今のはすごい賛成で、例え

ば、１番であれば、市内外の事業者がと始め

て、（２）は市内外の若者がですね、（３）

であれば、市内外の女性がですね、（４）は

ちょっと私もわかりにくいんですけど、

（５）であれば、市内自治区の市民がですよ

ね。というのは、同じようなスタートを使っ

ていっていくと、誰に対してということがは

っきりするので、そんな言葉の始め方だとす

ごいわかりやすくなるかもしれないですね。 

○鈴木誠委員長 ありがとうございました。

今、お二人の方が表現の仕方とか、非常にわ

かりやすく指摘していただけたので、ちょっ

とそういう方向で直す作業をしてよろしいで

すか。そうであるならば、追加してもう少し

あれば、また後日でも結構ですから、早い目

に教えていただければいいかと思いますが。

じゃあ、主語をはっきりさせることで今の問

題点をクリアできそうな気がしてきましたの

で、じゃあ、直してみます。またチェックし

てくださいね、ぜひお願いします。 

 それでは、続きまして、議会の責務です。 

 皆さんのお手元のほうの資料では、主に

何々しなければならないという表現になって

いましたので、これをなりませんと、しなけ

ればなりませんという、こういうふうにした

ところ、責務ですから、ここは。前のほうを

ご覧ください。議会は、産業振興のここが指

針の推進に向けてというふうになっていたの

で、これはちょっと意味がよくわからないと

ころだったので、産業振興の推進に向けて協

力しなければなりませんというふうにここは

直して再提案をいたしました。 

 それから、議会は、皆さんのお手元のほう

の資料、１０ページでは、産業振興指針の推

進に関する次に掲げる事項についてという表

現になっておりました。ここのところを産業
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振興指針、地域産業振興指針かな、産業振興

指針に基づく地域産業振興のために次に掲げ

る事項についてというふうに直してみたとい

うことです。というような微調整ですけども、

どうでしょうか。議会の表現のところ。ここ

は大体、こちらのスライドのほうの趣旨を踏

まえて直すことで大体いいでしょうか。新た

に追加するようなことがあったら、よろしい

ですか。 

 じゃあ、ここはちょっといろいろと表現が

わかりにくいところというか、直したところ

と直さないところがごちゃごちゃしますので、

もう一回ちょっとシンプルにしてみたいと思

います。内容的に大きくトラブルことはない

と思いますけども。 

 じゃあ、続いて、最後のこの地域産業振興

会議というものです。これについては、この

間、地域産業振興協議会というような話し合

う場という表現で直しましたけども、産業が、

地域産業が、これがみずからやはり地域をよ

りよくしていくという点で、自治基本条例も

ありますから、産業分野の自治基本条例的な

やはり理念を今回の条例は持つという趣旨か

ら、産業自治振興協議会というふうな条例に

基づいてきちっと仕事を見届けていく機関を

設けたほうがいいという趣旨で、ここでは頭

出しをしてみました。産業自治振興協議会、

これは自治基本条例の理念を踏まえてこうい

う表現にしてみたということです。 

 それで、まず皆さんのお手元の１１ページ

のほうをご覧ください。 

 ここでは、「地域産業の振興を内発的・総

合的・持続的にきめ細やかな支援を図るため

に、新城市産業自治振興協議会（協議会と略

す）を設置し、市民、事業者、産学金官労が

協働して地域産業振興指針の策定と運用を適

切に行っていくものとする。協議会の組織と

運営に関し、必要な事項は別に定める。」と

いうふうにいたしました。 

 ここも指針だけではないだろうということ

で、上のようにちょっと直してみたのでスラ

イドのほうをご覧ください。 

 「地域産業の振興を内発的・総合的・持続

的にきめ細やかな支援を、ちょっと表現があ

れですね、支援を図るために、新城市産業自

治振興協議会（協議会と略す）を設置し、市

民、事業者、産学金官労が協働して地域産業

振興指針の策定、地域産業振興計画の策定・

運用を適切に行っていくものとします。」と

いうふうにして、地域産業振興計画の策定・

運用をという文言を入れて、指針の策定で終

わることなく、指針に基づいて振興計画をつ

くり、運用していくということに対して、こ

の協議会が責任を持つというふうにうたって

はどうかということと、それから、表現をで

すます調に変えたという点です。これについ

て、皆さんのお考えをいただきたいと思いま

す、いかがでしょうか、どんな点でも結構で

すが、もうこの間皆さんから中黒の扱いであ

るとか、句読点の扱いであるとか、この辺の

統一性を図るというそういう御指摘はいただ

いているので、その辺は前提条件として、内

容、表現について何か、特に内容についてど

うでしょうか。一度これでもう一度精査して

つくり直すということでよろしいですか。 

 それでは、ここも皆さんのこれまでいただ

いた、なるべくわかりやすくということとか、

それから、表現を統一性を持たせるという、

そういう御指摘を前提条件として直しを図っ

てみます。 

 それでは、きょう、皆さんにお諮りしたか

ったことはこれで全てなんですが、全体を通

じてもう一度振り返っていただいて、あと、

５分ぐらいで御指摘があれば、今、いただこ

うと思います。どこについてでも結構ですか

ら、改めて振り返っていただいて、いかがで

しょうか。ことにきょうずっと一緒に通して

見ていただく中で、気づいた点とかが、後で

また出てくることもあると思いますので、こ

の時間内に限らず、ここ１週間ぐらいちょっ
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と時間をとって、皆さんからの御指摘を待つ

ということもしたいと思いますけど、どうで

すか、その点は。一度、チェックしていただ

いて、事務局、どうですか、そういうふうに。 

○川合教正副部長 全体を、今、条項の内容

を整理して、皆さんにもう一度見ていただい

た上で皆さんからいただくほうがわかりやす

いのかなというふうに思ったので、事務局と

しては、今のずっと最後まできたものを整理

したものを一度見ていただいた上で、お出し

いただくというのも一つの案かなというふう

に思います。 

○鈴木誠委員長 川合副部長は今、そういう

ふうに提案してくれましたけども、じゃあ、

一度皆さんからいただいたものを直しを入れ

てみます。それで、皆さんにお届けします。

そこをまたチェックしていただいて、それで

なるべくそれに近いものにしていきたいと思

います。よろしいでしょうか。古田部長、ど

うですか。 

○古田孝志産業・立地部長 はい、結構です。 

○鈴木誠委員長 いいですか。 

○古田孝志産業・立地部長 ちょっと作業が

手間取るかと思ったら、すぐにできるそうで

すので。何とかします。 

○川合教正副部長 何とかしたいと思います。 

○内藤晃吉副部長 済みません、よろしいで

しょうか。なるべく早く皆さんにお送りする

資料をつくります。今、それが届くまでに、

質問があれば、もうその時点で出してもらっ

ても構いませんので、それを待ってから質問

を出すということではなくて、気づいたとき

に出していただくということで、その点、よ

ろしくお願いします。 

○鈴木誠委員長 そういうことになりました

ので、そうしたら、皆さんのほうからあした

でも、あさってでも気づいたことがあったら

事務局のほうに連絡をおとりください。事務

局のほうでは、私も含めてもう一回皆さんか

らの意見を踏まえて修正に入る、作業に入る

ようにしたいと思います。よろしいでしょう

か。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○鈴木誠委員長 じゃあ、予定の時間に迫っ

てまいりましたので、きょうはここまでにし

ておきたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

 それでは、事務局のほうにマイクをお返し

します。 

○加藤宏信副課長 それでは、長時間にわた

り御審議のほうをありがとうございました。

また、鈴木委員長、どうもありがとうござい

ました。 

 それでは、次第の２番目になります、その

他について、内藤のほうから説明させていた

だきます。 

○内藤晃吉副部長 本日資料で、８月開催の

審議委員会の日程調整についてという紙１枚、

お手元にあると思うんですが、これが終わっ

た後でも結構でございますので、記入欄に書

いていただいて、また電話でも、ファクシミ

リでも構いませんので、８月３日ぐらいまで

に事務局に日程調整の回答をお願いしたいと

思います。回答がなかったときは、私のほう

からまた再度、御確認の電話を入れさせてい

ただきますので、回答のほうをよろしくお願

いいたします。 

 私からは以上です。 

○鈴木誠委員長 じゃあ、皆さんのほうから、

せっかくですので、何か御提案とかありまし

たら、どんなことでもいいですけどもいかが

でしょうか。いよいよまとめにしていきたい

というふうに思っていますので。じゃあ、ま

た気づいたことがありましたら、あしたでも、

あさってでもいいです、遠慮なく寄せてくだ

さい。一生懸命それを踏まえてまた直して入

れていきます。よろしくお願いします。 

 それでは、皆さんの御意見は以上だと思い

ますので、事務局、お願いします。 

○加藤宏信副課長 お手元にメールで送られ
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てきたものを打ち出した、愛知県クラウドフ

ァンディング活用促進事業、中小企業向けの

セミナーの開催というものがありますので、

こちらのほうは、愛知県のほうでこのような

事業を始めましたということで、説明会のほ

うが８月１９日に名古屋、豊橋で８月２０日

に開催されます。きょうは、興味がある方は

御参加くださいという御案内で終わらせてい

ただきたいと思いますけども、興味ある方、

いらっしゃいましたら、いつもこちらからメ

ールを送らせていただいているところに参加

したいと御連絡をいただければ、取りまとめ

て参加申し込みをしておきますので、どうぞ

皆さん一度、内容を見ていただいて、ぜひ都

合がつく方は参加をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○鈴木誠委員長 もしまたクラウドファンテ

ィングとは一体何ぞやということで、そもそ

もで聞きたい、質問したいとか、そういうこ

とがあったら、私のところに届けていただけ

れば、私もそういうことをやっているもので

すから、自分で経験則としてわかりやすくま

た事例で御紹介しますので、何なりと質問し

ていただけたらなと。事務局のほうに問い合

わせをいただければ、私のほうに届くように

なっておりますので、またそこで御回答でき

るようにします。 

○加藤宏信副課長 よろしいですか。 

 それでは、以上をもちまして、第７回新城

市地域産業総合振興条例審議委員会を閉会い

たします。どうもありがとうございました。 


